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用語の説明（歳入）
市　税　皆さんから市に納めていただく税金

地方交付税　所得税など国が徴収した税金の中か

ら、市の財政状況に応じて国から交付されるお金

国庫支出金・県支出金　特定の目的の財源として国・

県から交付されるお金（補助金など）

繰入金　特定の目的のために積み立てているお金を

取り崩して使うお金

市　債　大きな事業を行うために国などから借り入

れるお金

《平成20年度末残高見込額350億2,243万2千円》

諸収入　他の収入科目に含まれない収入（消防の受

託事業収入など）

使用料及び手数料　施設の使用時や住民票などの

証明書の交付時などに皆さんが納めるお金

地方消費税交付金　国が徴収した消費税の一部から

市へ交付されるお金

分担金及び負担金　市が行う事業によって特に利益

を受ける人や団体が納めるお金

地方譲与税　国が国税として徴収した税金のうち、

地方に配分されるお金
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財政の早期健全化を目指して 特集
　

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
昨

年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
て
、
１
・
６
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
雇
用
状
況
の
改
善
に
よ
り
、
個
人

市
民
税
が
伸
び
る
と
と
も
に
、、
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
も
、
新
増
築
家
屋
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、

増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
計
画
税

に
つ
い
て
は
、
税
率
を
０
・
２
％
か
ら
０
・
３
％
に

引
き
上
げ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
税
全
体
と
し
て
は
、

昨
年
度
よ
り
も
、
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
　

　

し
か
し
、
国
の
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
や
滋
賀

県
の
「
新
た
な
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

影
響
を
受
け
、
国
・
県
に
よ
る
財
政
支
援
は
、
さ

ら
に
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
実
質
公
債

費
比
率
が
基
準
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
た
め
、

市
債
の
新
た
な
借
入
れ
を
前
年
度
の
約
一
割
減
に

抑
え
、
市
債
残
高
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
職
員
の
退
職
補
充
を
必
要

最
小
限
に
と
ど
め
た
こ
と
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制

な
ど
、
経
常
経
費
の
徹
底
し
た
節
減
・
合
理
化
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
補
助
金
に
つ
い
て
も
、
市

の
関
与
の
必
要
性
や
補
助
率
見
直
し
な
ど
を
基

に
、
補
助
金
総
額
の
削
減
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
平
成
20
年
度
予
算
の
概
要
と
、

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

財
政
課
☎
30-

６
１
０
７

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
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１
３
９
８
番

用語の説明（歳出）
民生費　福祉や医療の充実などのために使われ

るお金

土木費　道路や橋、公園などの施設整備に使わ

れるお金

公債費　大きな事業を行うために国などから借

りたお金の返済に使われるお金

衛生費　健康診断や予防接種、ごみの収集・処

理などに使われるお金

教育費　小・中学校などの教育や文化、スポー

ツの振興のために使われるお金

総務費　市税、選挙、戸籍の事務や、市政の推

進を図る計画を作るために使われるお金

消防費　市民の安全を守るため、消防や防災対

策に使われるお金

農林水産業費：農林水産業の振興のために使わ

れるお金

商工費　商工業や観光の振興のために使われる

お金

議会費　市議会を運営するために使われるお金

労働費　働く人たちの福祉などのために使われ

るお金

予備費　緊急の支出などに備えるお金

彦
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市
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算


